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再生整備事業の行方は（霞ケ浦ふれあいランド・虹の塔）
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■ 委員会レポート ………………………………………… 19 Ｐ
■ 議会トピックス・市民の声・議会日誌 …………… 20 Ｐ

主 な 内 容

令和２年
９月

定例会



No.61
行方市議会だより 2

令和
２年 第２回臨時会・第３回定例会

あ
ら
ま
し

　第２回臨時会では、新型コロナウイルス感染症対策など、緊急に審議する必要のある
案件について、財産の取得、補正予算の２件が市長から提出され、審査の結果、いずれ
も原案のとおり可決されました。
　第３回定例会では、各会計の決算認定のほか、条例の改正、補正予算等の 37 件が市
長から、意見書の提出について２件が議員から提出され、審査の結果、いずれも原案の
とおり、可決・認定されました。また、一般質問には８名の議員が登壇し、市の方針等
を質しました。

　15 周年を機に、今後も本市が輝かしい歴史を刻み続けるためには、あらゆる分野において、
市民の皆様が大きくつながり、課題があってもあきらめない活気と活力が重要です。それら
が根付き、誰もがみんなで支え合い、助け合うことで、包容力のある地域共生社会が形成さ
れ、持続的成長の次なるステージへ進むことができるのだと思います。

第３回定例会　提案理由の説明（一部抜粋）

第
３
回
定
例
会
の
経
過

※ 

議
案
の
内
容
は
６
Ｐ
か
ら 

　
９
月
２
日（
水
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
本 

会
議
】開
会
、会
期
の
決
定
、

　
　
　
　
　
　
　

 

諸
般
の
報
告
、議
案
の
上
程
、　　

　
　
　
　
　
　
　

 

提
案
理
由
の
説
明
、委
員
会
付
託

　
　
　
４
日（
金
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
７
日（
月
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
９
日（
水
）【
本
会
議
】議
案
質
疑
、委
員
会
付
託

（
特
別
委
員
会
設
置
）

　
　
　
　
　
　
　
【
予
算
決
算
特
別
委
員
会
】

　
　
　
10
日（
木
）【
総
務
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

【
庁
舎
建
設
等
調
査
特
別
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
11
日（
金
）【
教
育
厚
生
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
14
日（
月
）【
経
済
建
設
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

【
庁
舎
建
設
等
調
査
特
別
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
15
日（
火
）【
予
算
決
算
特
別
委
員
会
】

　
　
　
16
日（
水
）【
予
算
決
算
特
別
委
員
会
】

　
　
　
17
日（
木
）【
予
算
決
算
特
別
委
員
会
】

　
　
　
18
日（
金
）【
教
育
厚
生
委
員
会
】所
管
事
務
調
査

　
　
　
24
日（
木
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
本 

会
議
】委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、 

採
決
、追
加
議
案
の
上
程
、 

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
、 

議
員
の
派
遣
、閉
会

第
２
回
臨
時
会
の
経
過

※ 

議
案
の
内
容
は
５
Ｐ 

７
月
９
日（
木
）

　
　
【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
【
本 

会
議
】開
会
、会
期
の
決
定
、 

諸
般
の
報
告
、議
案
の
上
程
、 

説
明
、質
疑
、討
論
、採
決
、 

閉
会
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　補正予算・決算審査のため、『予算決算特
別委員会』が設置され、議長を除く 17 名の
委員により、審査が行われました。特別委員
長には、大原 功坪議員、特別副委員長には、
栗原 繁議員が互選されました。
　審査内容の詳細については、次号「議会だ
より」でお伝えいたします。

監
査
委
員
の
意
見

（
一
部
抜
粋
）

　
本
市
の
今
後
の
財
政
の
見
通
し

は
、財
源
不
足
が
懸
念
さ
れ
、厳
し

い
財
政
状
況
に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
感
染
症
予
防
を
考
慮
し
た
新
し

い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
構
築
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
昨
今
、市
民
に
寄

り
添
っ
た
事
業
の
実
施
、将
来
を

見
据
え
、身
の
丈
に
合
っ
た
市
政

運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
希
望
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

行
方
市
監
査
委
員　
大
輪 

嘉
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内 　
守

９会計決算は認定

令和元年度　一般会計の決算状況

一般・特別・企業会計別決算
歳　　入 歳　　出 差引残額

一般会計 173 億 9,441 万 5,658 円 167 億 2,183 万 7,821 円 6 億 7,257 万 7,837 円
国民健康保険特別会計 48 億 6,018 万 7,983 円 48 億 5,297 万 3,067 円 721 万 4,916 円
介護保険
特別会計

保険事業勘定 38 億 5,520 万 1,660 円 37 億 　581 万 　181 円 1 億 4,939 万 1,479 円
介護サービス事業勘定 890 万 9,085 円 597 万 7,034 円 293 万 2,051 円

後期高齢者医療特別会計 3 億 5,532 万 2,082 円 3 億 5,415 万 7,216 円 116 万 4,866 円
農業集落排水事業特別会計 2 億 8,790 万 2,291 円 2 億 5,732 万 5,874 円 3,057 万 6,417 円
特定環境保全公共下水道事業特別会計 6 億 6,790 万 6,872 円 4 億 2,454 万 9,923 円 2 億 4,335 万 6,949 円
流域関連公共下水道事業特別会計 3 億 5,614 万 5,374 円 3 億　370 万 9,827 円 5,243 万 5,547 円
戸別浄化槽整備事業特別会計 1 億 1,899 万 8,447 円 1 億 　 83 万 3,236 円 1,816 万 5,211 円
水道事業
会計

収益的収入及び支出 9 億 1,133 万 3,138 円 8 億 5,329 万　618 円 5,804 万 2,520 円
資本的収入及び支出 1 億 9,580 万 6,405 円 4 億 6,043 万 7,009 円 △ 2 億 6,463 万　604 円

※その他、詳細については行方市ＨＰをご覧ください。
（https://www.city.namegata.ibaraki.jp/page/page008707.html）

自主財源
36.5%

依存財源
63.5%

市税
23.1 ％

繰入金
4.9 ％

繰越金
2.9 ％

諸収入
2.6 ％

その他
3.0％地方交付税

32.9％

 

国庫支出金
11.8 ％

県支出金
6.8 ％

市債
5.6 ％

譲与税・
交付金
など　

歳入
民生費
29.8 ％

総務費
18.4 ％公債費

11.1 ％

土木費
10.4 ％

教育費
10.1 ％

衛生費
7.0 ％

農林水産業費
4.9 ％

消防費
4.8 ％

商工費
1.8 ％  議会費

0.9％ 災害復旧費
0.8 ％

 
167億2,183 万 

7,821 円 

 173億9,441 万
5,658 円 

歳出

6.4％
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・連結実質赤字比率　　--％　　　（赤字額がないため --％の表示）
　　　行方市のすべての会計を合算して赤字の割合を指標化したもの

・実質公債費比率　　　　　７．４％
　市の実質的な借金が財政規模に占める割合の
こと。数値が高いほど返済の負担が重いことを
示し、通常３年間の平均値を使用します。

年度 /
項目 比率 県内

平均
早期健全
化基準

R 0 1 7.4 6.7
25.0Ｈ 30 7.4 6.8

Ｈ 29 7.1 6.8

年度 /
項目 比率 県内

平均
早期健全
化基準

R 0 1 62.6 41.9
350.0Ｈ 30 62.2 37.1

Ｈ 29 65.9 37.0

・将来負担比率　　　　　　６２．６％
　地方公共団体の借入金（地方債）など現在抱
えている負債の大きさを、その地方公共団体の
財政規模に対する割合で表したものです。

5年間の一般会計決算の推移

R01

一般会計　基金残高（単位：百万円）

6,033

0

3,000

2,000

1,000

6,000

7,000

6,000

5,000

4,000

H27 H28 H29 H30

6,219

5,528
5,856

6,146 18,462

0

10,000

15,000

5,000

20,000

R01

一般会計　地方債残高（単位：百万円）

19,197
20,017 19,920 19,648

H27 H28 H29 H30

・実質赤字比率　　　　--％　　　　（赤字額がないため --％の表示）
　　　標準財政規模における一般会計等の赤字の割合を指標化したもの

主要指標から見た　行方市の財政状況主要指標から見た　行方市の財政状況
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、令和元年度の行方市健全化判断比率の報告があり
ました。

19,28119,281

17,71217,712

18,59318,593

17,12817,12831.631.6

32.732.7

38.338.3

42.842.8

17,22217,222

16,68916,689

32.832.8

44.644.6

17,10417,104
16,60316,603

17,39417,394
16,72216,722

36.436.4

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

H27 H28 H29 H30 R01

単
位
百
万
円

歳入

歳出

自主財源比率

義務的経費割合

36.5

44.944.044.0

自主財源比率・・・・歳入に占める自主財源（市税、手数料・使用料、寄附金等）の割合
義務的経費割合・・・歳出に占める義務的経費（人件費、公債費、扶助費等）の割合
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■  第２回臨時会 議案の審議

■  令和２年第２回行方市議会臨時会 提出議案議決結果

■  補正された予算（令和２年度）

※臨時会では、委員会付託を省略して
議案が審議されました 。

提
出
議
案

▼ 
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

■ 

購
入
す
る
動
産

　
液
肥
散
布
車
購
入　
２
台

(

有
機
肥
料
供
給
セ
ン
タ
ー
で
使
用)

■ 

契
約
金
額　
　２

４
，
０
９
７
，
６
９
６
円

■ 

契
約
の
相
手
方

　
茨
城
日
野
自
動
車
株
式
会
社

　
　
鹿
島
支
店　
支
店
長　
葛
西　
学

議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議　 案　 第 49 号
一般会計 ( 第５号 )

2億 3,422万 1千円  増額
(202 億 3,315 万 1千円 )

・高校生就学支援事業/1,667万9千円

・大学生等応援事業/340万円

・社会システム衛生維持確保事業/405万1千円

・海外派遣協力隊受入れ事業/275万円

・戸籍住民基本台帳事務費/788万9千円

・未熟児医療対策事業/200万円

・子ども・子育て支援事業/294万4千円

・ひとり親世帯臨時特別給付金事業/3,335万6千円

・保健衛生総務事務費/1,575万3千円

・儲かる産地支援事業費補助金/1,017万7千円

・中小企業等事業継続給付金/3,000万円

・プレミアム付商品券事業/8,400万円

・防災減災対策事業/976万5千円  など

原案可決
( 全会一致 )

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

議　 案　 第 48 号 財産の取得について 原案可決（全会一致） ―

《市長提出議案》

※ 液肥散布車イメージ
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　本会議の内容は、なめがたエリアテレビや、イン
ターネット録画中継でもご覧になれますが、会議の
公式記録は会議録となります。会議録は、インター
ネットにて全文を確認できます。
　市議会ホームページで「会議録」を選択してくだ
さい。

本会議の内容を知りたい

■  第３回定例会 付託案件の審査 審査の内容を一部抜粋してお伝えします。
※　議決結果は 12 ページをご参照ください。

　

 

行
方
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
の
所
有
者
に
対
し
て
課
す

る
、
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
に
係
る

要
件
を
拡
充
す
る
も
の
。

　

 　

老
朽
危
険
空
家
を
撤
去
し
た
場
合

の
減
免
期
間
は
。

　

 　

減
免
の
期
間
は
、
３
年
間
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

 　
老
朽
危
険
空
家
の
み
が
減
免
対
象

か
。
ま
だ
住
め
る
家
だ
が
、
都
心
に

移
住
し
た
た
め
に
取
り
壊
す
等
の
場

合
は
。

　

 　
減
免
は
老
朽
危
険
空
家
と
指
定
を

受
け
た
家
屋
に
つ
い
て
の
み
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

 　
ま
だ
住
め
る
家
に
関
し
て
は
、
空

き
家
バ
ン
ク
等
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
委
員
会

A QQA
   

▼ 

行
方
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
府
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

▼ 

行
方
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

教
育
厚
生
委
員
会

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

■ 

購
入
す
る
動
産

　

 

行
方
市
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等 

２
，
２
６
３
台

■ 

契
約
金
額　
　

１
５
９
，
６
４
１
，
１
３
０
円

■ 

契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ

代
表
取
締
役　
野
村　
達
夫

　

 　
導
入
に
あ
た
り
、
今
後
ど
の
よ
う

な
も
の
が
必
要
に
な
る
か
。

　

 　
今
後
は
、
全
校
生
徒
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
授
業
を
行
う
こ
と

も
あ
る
た
め
、
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
の
増
強
の
工
事
等
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
 　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
文

書
作
成
ソ
フ
ト
等
を
使
用
す
る
た
め

の
、
ア
カ
ウ
ン
ト
料
等
も
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

QA
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▲▲

付託案件の審査

～　議会へ請願・陳情される方へ　～

※　 請願書（陳情書）はその要旨、理
由を簡単に分かりやすく書いてく
ださい。

※　 提出年月日、提出者の住所、氏名
を書いて押印してください。

※　 請願書は、１人以上の紹介議員が
必要で、表紙に自筆による署名及
び押印が必要です。

※　 紹介議員がつかないときは、陳情
書としてください。

※　 提出方法については、議会事務局
へお問い合わせください。

○○○に関する
請願（陳情）書

紹介議員
署名　　　　　　 印

（表紙例）

○○○に関する請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

令和　年　月　日
請願（陳情）者の住所
氏名　　　　　　　印

行方市議会議長　　殿

（内容例）

請願・陳情とは、市民が市政についての要望や
意見を直接「議会」に提出する方法です。

① 

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
に
よ

り
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ

と
。

② 

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

向
上
を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ

と
。

【
請
願
者
】　

茨
城
県
教
職
員
組
合  

杉
山　
繁 

【
紹
介
議
員
】

　
　
　
　
　

 

髙
栁　
孫
市
郎

　

 　
署
名
に
よ
っ
て
は
同
じ
人
が
２
、

３
人
分
の
名
前
を
書
い
て
い
た
り
す

る
が
、
中
身
は
確
認
し
て
い
る
か
。

　
　
確
認
済
み
で
す
。

審
査
の
結
果

　
●　
採
択

QA

請　
願

　

 

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

請
願
の
要
旨

　　
学
校
現
場
で
は
、
解
決
す
べ
き
課
題

が
山
積
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
ゆ

た
か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改
革
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
加
配
措
置
で
は

な
く
、
抜
本
的
な
定
数
改
善
が
不
可
欠

で
す
。

　
国
の
施
策
と
し
て
定
数
改
善
に
む
け

た
財
源
保
障
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全

国
の
ど
こ
に
住
ん
で
も
、
一
定
水
準
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上
の

要
請
で
あ
り
、
ゆ
た
か
な
子
ど
も
の
学

び
を
保
障
す
る
た
め
、
２
０
２
１
年
度

政
府
予
算
編
成
に
お
い
て
、
本
請
願
事

項
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
国
の
関
係
機

関
へ
の
意
見
書
提
出
を
請
願
い
た
し
ま

す
。
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▲▲

付託案件の審査
   　

 
令
和
元
年
度
行
方
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分

利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
行
方
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分

利
益
剰
余
金
４
６
，
８
１
０
，
８
６
３
円
を
減

債
積
立
金
に
積
立
て
る
も
の
。

　
　
今
後
の
余
剰
金
の
見
通
し
は
。

　

 　

料
金
改
定
を
昨
年
12
月
の
定
例
会
で
行

い
、
現
在
、
そ
の
延
期
を
し
て
い
ま
す
。
延

期
が
解
け
れ
ば
収
入
が
増
額
に
な
り
、
余
剰

金
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
減
債
積

立
金
の
ほ
う
に
積
立
て
を
し
、
企
業
債
の
償

還
に
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼ 

令
和
２
年
度
行
方
市
水
道
事
業
会
計
建
設
改

良
積
立
金
の
目
的
外
使
用
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
行
方
市
水
道
事
業
会
計
建
設
改

良
積
立
金
２
０
１
，
１
０
５
，
４
０
０
円
を
取
り

崩
し
、
減
債
積
立
金
に
振
り
替
え
る
も
の
。

▼
行
方
市
道
路
線
の
廃
止
・認

定
に
つ
い
て
（
５
件
）

経
済
建
設
委
員
会

A Q

　

 

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整
備
事
業
に

係
る
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整
備
事
業
を

中
長
期
に
わ
た
り
安
定
的
に
運
営
・
推
進
す
る

た
め
、
官
民
連
携
事
業
と
し
て
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。

　
　
地
元
へ
の
説
明
が
一
番
で
は
な
い
の
か
。

　
 　

で
き
る
だ
け
早
く
と
い
う
意
向
も
あ
り

ま
し
た
が
、
事
前
に
区
長
へ
相
談
し
、
議

決
後
、
改
め
て
地
域
の
皆
様
、
関
係
機
関

へ
説
明
す
る
と
い
う
事
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　　

 　
事
業
継
続
が
困
難
と
な
っ
て
も
、
工
事
は

別
と
し
て
、
市
の
負
担
は
続
く
の
か
。

　

 　
維
持
管
理
料
は
、
業
務
を
行
っ
た
分
に
支

払
い
を
す
る
形
の
た
め
、
業
務
の
履
行
が
さ

れ
な
い
部
分
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

庁
舎
建
設
等
調
査

特
別
委
員
会

AA QQ

　

 

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
及
び
行
方
市
観
光

物
産
館
「
こ
い
こ
い
」
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
及
び
行
方
市
観
光

物
産
館
「
こ
い
こ
い
」
の
指
定
管
理
期
間
が
本

年
度
に
て
終
了
す
る
こ
と
、
ま
た
、
霞
ケ
浦
ふ

れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整
備
事
業
に
着
手
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

も
の
。

　

 　
観
光
物
産
館
「
こ
い
こ
い
」
へ
の
提
案
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

 　
今
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
の
出
荷
者

に
引
き
続
き
利
用
し
て
も
ら
え
る
事
を
一
番

に
、
カ
フ
ェ
事
業
に
も
力
を
入
れ
、
来
訪
す

る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
呼
び
込
み
た
い
と
の
提

案
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

 　
利
益
の
還
元
に
つ
い
て
は
確
約
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　

 　
契
約
の
中
に
、
経
常
利
益
の
総
額
が
想
定

額
の
１
５
０
％
を
上
回
っ
た
場
合
、
そ
の 

２
割
を
還
元
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

AA QQ
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▼ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

平
山　
邦
寛　
　
　
　
（
繁
昌
）　

坂
本　
將　
　
　
　
　
（
捻
木
）　

　

令
和
２
年
12
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
平
山
氏
、
坂
本
氏
の
両
氏
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
適
任
で
あ
る
と
答
申

し
ま
し
た
。

▼ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

滝　
惠
美
子　
　
　
　
（
玉
造
甲
）

　

令
和
２
年
11
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
き
、
滝
氏
を
委
員
に
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

▼ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

椎
名　
繁　
　
　
　
　
（
手
賀
）　

大
曽
根　
崇　
　
　
　
（
五
町
田
）

近
藤　
芳
子　
　
　
　
（
内
宿
）　

　

令
和
２
年
11
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
椎
名
氏
、
大
曽
根
氏
、
近
藤
氏
の
３
名
を
委

員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
発
議

▼ 

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

　
採
択
さ
れ
た
請
願
第
３
号
の
趣
旨
に
基
づ
き
、

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る

た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る

こ
と
等
を
、
国
の
関
係
機
関
に
求
め
る
も
の
。

▼ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
地
域

経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
及
び
、
地
方
税
・
地
方

交
付
税
な
ど
一
般
財
源
の
激
減
が
避
け
が
た
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税

な
ど
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
、

国
の
関
係
機
関
に
求
め
る
も
の
。

○提案理由の説明を行う教育厚生委員会
　 髙木　正委員長（写真上）と新型コロナウイルス感染

症等対策特別委員会　髙橋　正信委員長（写真下）

　
令
和
２
年
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ

た
二
つ
の
意
見
書
は
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
そ
れ
ぞ
れ
、
国
の
関
係
機
関
へ
送

付
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

を
提
出
し
ま
し
た
。

■  各委員会への 付託が省略された議案

※
意
見
書
の
全
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（https://w

w
w

.city.nam
egata.

ibaraki.jp/page/page008796.htm
l

）
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■  本会議において 賛否が分かれた議案

　
事
業
の
目
的
は
理
解
で
き
る
が
、
地
元
の
理

解
等
の
難
問
が
山
積
し
、
市
の
財
政
も
ひ
っ
迫

し
て
い
る
。
身
の
丈
に
合
っ
た
市
政
運
営
を
す

る
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

　
こ
れ
は
商
売
で
あ
り
、
博
打
的
な
事
業
で
、

今
ま
で
の
行
政
の
や
り
方
に
馴
染
ま
な
い
の
で

は
な
い
か
。市
の
事
業
と
し
て
の
優
先
順
位
は
、

防
災
・
減
災
の
方
が
高
く
、
他
に
も
市
の
課
題

は
山
積
し
て
い
る
。

反
対
討
論

　
観
光
資
源
の
開
発
は
市
に
必
要
で
あ
り
、
新

し
い
生
活
様
式
の
中
で
、
近
場
の
観
光
施
設
は

需
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
失
敗
を
恐
れ
て
決
断

す
る
の
で
は
な
く
、
市
の
発
展
の
た
め
の
賛
成

を
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
討
論

　
現
状
の
ま
ま
維
持
し
て
も
、
改
修
工
事
や
指

定
管
理
料
で
数
億
円
か
か
る
。
こ
の
機
を
活
か

し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
地
域
活

性
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
べ

き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整
備

事
業
に
係
る
事
業
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

議　案
第57号可決

　
地
元
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
。
急
が
ず

慎
重
に
審
議
す
べ
き
議
案
で
あ
る
。

反
対
討
論

　

民
間
企
業
の
投
資
に
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ

り
、
そ
れ
も
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
市
の
Ｐ
Ｒ
拠
点
が
国
の
防
災
備
蓄
倉
庫
に

な
り
、
今
後
の
発
展
が
望
め
な
け
れ
ば
、
過
疎

化
の
波
に
飲
ま
れ
市
の
将
来
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。 賛

成
討
論

賛
成
討
論

　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
は
観
光
拠
点
と
し

て
重
要
で
あ
り
、
開
発
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
れ
か
ら
の
市
の
発
展
に
期
待
す
る
。

反
対
討
論

　
議
決
後
に
地
元
に
説
明
を
行
う
と
い
う
の
は

逆
の
話
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ス
ク
の
大
き
い
事

業
で
あ
り
、
庁
舎
建
設
の
検
討
や
、
地
域
医
療

の
問
題
な
ど
、
優
先
す
べ
き
事
業
が
他
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

反
対
討
論

　
市
民
の
意
向
が
十
分
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か

懸
念
が
あ
る
。
道
の
駅
の
防
災
拠
点
化
を
望
む

自
治
体
も
少
な
く
な
い
中
で
、
防
災
備
蓄
倉
庫

は
忌
避
さ
れ
る
迷
惑
施
設
な
の
か
。

○霞ケ浦ふれあいランド
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賛否が分かれた議案

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
及
び
行
方

市
観
光
物
産
館
「
こ
い
こ
い
」
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議　案
第58号可決

　
民
間
業
者
の
導
入
に
よ
り
、
よ
り
大
き
な
利

益
を
生
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

そ
れ
は
色
々
な
人
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
生
ま

れ
る
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
を
説
明
会
も
な
く
、

関
係
者
が
知
ら
ず
に
指
定
管
理
者
が
決
ま
る
の

は
お
か
し
な
話
で
あ
り
、
地
元
の
同
意
も
な
し

に
、
議
会
が
決
め
る
権
利
は
な
い
と
考
え
る
。

反
対
討
論

　
行
方
市
観
光
物
産
館
「
こ
い
こ
い
」
は
、
非

常
に
今
、
人
気
が
あ
り
、
納
入
し
て
い
る
農
家

の
方
に
も
、
大
き
な
利
益
を
生
ん
で
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
こ
れ
を
な
ぜ
、
民
間
委
託
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
。
引
き
続
き
、
開
発
公
社
に
運

営
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
る
。　

反
対
討
論

■  議案賛否一覧表
（賛成＝○、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－、議長＝■）

賛否が分かれた議案
と

賛否結果

１　
中
城
か
お
り

２　
伊
勢
山
仙
寿

３　
髙
野　
市
郎

４　
阿
部
孝
太
郎

５　
藤
﨑
仙
一
郎

６　
小
野
瀬
忠
利

７　
栗
原　
　
繁

８　
土
子　
浩
正

９　
貝
塚　
俊
幸

10　
鈴
木　
　
裕

11　
宮
内　
　
守

12　
髙
橋　
正
信

13　
小
林　
　
久

14　
髙
木　
　
正

15　
大
原　
功
坪

16　
鈴
木　
義
浩

17　
髙
栁
孫
市
郎

18　
岡
田　
晴
雄

賛
否
結
果

議 案 第 57 号 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 × ■ 可決

議 案 第 58 号 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 × ■ 可決

認 定 第 １ 号
令和元年度行方市
一般会計歳入歳出
決算認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × ■ 認定

※議長は通常、表決に加わりません。
※棄権は表決する権利を行使しなかった場合です。（棄権は退席を含みます。）

○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読めます。
○10 言語で読めます。
○音声読み上げもできます。
○文字サイズを調整できます。
　※ブラウザは音声読み上げに対応しておりません。
　　音声読み上げには無料アプリ（カタポケ）のインストールが必要です。

スマホで読める！議会だより
デジタルブック配信しています

※ デジタルブックの配信は発行日の 10 日後となります。

無料アプリ
『カタポケ』
このアイコン
が目印　　→
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《市長提出議案》
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

報告 第 15 号 令和元年度行方市一般会計継続費精算報告書について ― ―

報告 第 16 号 令和元年度行方市農業集落排水事業特別会計継続費精
算報告書について ― ―

報告 第 17 号 令和元年度行方市健全化判断比率の報告について ― ―

報告 第 18 号 令和元年度行方市資金不足比率の報告について ― ―

諮問 第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について 平山氏を適任である
と答申 ―

諮問 第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦について 坂本氏を適任である
と答申 ―

議案 第 50 号 教育委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―

議案 第 51 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意（全会一致） ―

議案 第 52 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意（全会一致） ―

議案 第 53 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意（全会一致） ―

議案 第 54 号 行方市税条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 総務委員会

議案 第 55 号
行方市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について

原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案 第 56 号 行方市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案 第 57 号 霞ケ浦ふれあいランド再生整備事業に係る事業契約の
締結について 原案可決（賛成多数） 庁舎建設等調査

特別委員会
議案 第 58 号 霞ケ浦ふれあいランド及び行方市観光物産館「こいこ

い」の指定管理者の指定について 原案可決（賛成多数） 庁舎建設等調査
特別委員会

議案 第 59 号 財産の取得について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案 第 60 号 令和元年度行方市水道事業会計未処分利益剰余金の処
分について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会

議案 第 61 号 令和２年度行方市水道事業会計建設改良積立金の目的
外使用について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会

議案 第 62 号 行方市道路線の廃止について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会

議案 第 63 号 行方市道路線の認定について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

発議 第 ３ 号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のため
の政府予算に係る意見書の提出について 原案可決（全会一致） ―

発議 第 ４ 号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急
激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提
出について

原案可決（全会一致） ―

《請願・陳情》
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

請願 第 ３ 号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のため
の政府予算に係る意見書採択を求める請願 採択 教育厚生委員会

《議員提出議案》

※　　　  色が付いたものは賛否の分かれた議案です

■  令和２年第３回行方市議会定例会 提出議案議決結果
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議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議　 案　 第 69 号
一般会計 ( 第９号 )

6,339万2千円　増額
（207億3,228万8千円）

　・塵芥処理事業（修繕料）/1,674万2千円
　・ICT教育推進事業/4,632万1千円

原案可決
（全会一致）

※　　　  色が付いたものは賛否の分かれた議案です

議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

報　 告　 第 19 号
一般会計 ( 第６号 )

755 万３千円　増額
(202億4,070万４千円)

〇専決処分の承認を求めることについて
　・戸籍住民基本台帳事務費/15万2千円
　・給食センター運営事業/740万1千円

原案承認
( 全会一致 )

報　 告　 第 20 号
一般会計 ( 第７号 )

761 万８千円　増額
(202億4,832万２千円)

〇専決処分の承認を求めることについて
　・ICT教育推進事業/761万8千円

原案承認
( 全会一致 )

議　 案　 第 64 号
一般会計 ( 第８号 )

４億 2,057 万４千円 増額
（206億6,889万６千円）

　・光ファイバ網敷設工事/9,500万円
　・中小企業等事業継続給付金/7,844万3千円
　・防災減災対策用備品購入/1,999万3千円
　・ICT教育推進事業/4,447万1千円  など

原案可決
( 全会一致 )

議　 案　 第 65 号
国民健康保険

特別会計 ( 第２号 )
55 万６千円　減額

（47 億 3,824 万４千円） 　・職員給与費/△55万6千円 原案可決
( 全会一致 )

議　 案　 第 66 号
介護保険

特別会計 ( 第２号 )
82 万７千円　減額

（39 億 1,492 万３千円）
　・職員給与費/△407万7千円
　・国庫支出金等償還金/325万円

原案可決
( 全会一致 )

議　 案　 第 67 号
水道事業会計(第１号)

収益的支出
49 万４千円　増額

（支出予定額：
　８億 7,722 万２千円）

　・給料/△10万3千円
　・手当/△66万9千円
　・賞与引当金繰入額/20万7千円
　・法定福利費/105万9千円

原案可決
( 全会一致 )

議　 案　 第 68 号
下水道事業会計

( 第１号 )

収益的支出
　965 万２千円　減額

　・ストックマネジメント計画委託料/△900万円
　・単独浄化槽撤去等補助金/120万円  など 原案可決

( 全会一致 )資本的支出
　　2,700 万円　増額

　・玉造浄化センター改修工事業務委託料/
2,700万円

※追加議案以外の補正予算は予算決算特別委員会に付託されました。

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会
認定 第 1 号 令和元年度行方市一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定（賛成多数） 予算決算特別委員会
認定 第 2 号 令和元年度行方市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定（全会一致） 予算決算特別委員会
認定 第 3 号 令和元年度行方市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定（全会一致） 予算決算特別委員会
認定 第 4 号 令和元年度行方市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定（全会一致） 予算決算特別委員会
認定 第 5 号 令和元年度行方市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定（全会一致） 予算決算特別委員会
認定 第 6 号 令和元年度行方市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定（全会一致） 予算決算特別委員会
認定 第 7 号 令和元年度行方市流域関連公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定（全会一致） 予算決算特別委員会
認定 第 8 号 令和元年度行方市戸別浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定（全会一致） 予算決算特別委員会
認定 第 9 号 令和元年度行方市水道事業会計決算認定について 原案認定（全会一致） 予算決算特別委員会

■  補正された予算（令和２年度・追加議案）

■  決算認定（令和元年度）

■  補正された予算 （令和 2 年度）



No.61
行方市議会だより 14

市の考えを問います

問質般一
　8 名の議員が登壇し、市執行部に対し方針等
を問いました。

（内容は要約して掲載しています）

※　新型コロナウイルス感染症対策として、
一般質問の時間を 60 分 に変更しています。

小野瀬　忠利（一問一答）………14 ページ
　１　 新型コロナウイルス感染症の影響による対応

について

髙木　　　正（一問一答）………15 ページ
　１　次世代型行方行財政のあり方を問う

髙橋　　正信（一括）……………15 ページ
　１　防災・減災対策について
　２　感染症対策について

伊勢山　仙寿（一問一答）………16 ページ
　１　 コロナ禍の中、感染者対策と対応について
　２　空き家等に関する施策について
　３　 霞ケ浦ふれあいランド周辺の状況と施策及び

つくば霞ヶ浦りんりんロードの状況と施策に
ついて

阿部　孝太郎（一問一答）………16 ページ
　１　 デジタルトランスフォーメーション（DX）の

推進に関して
　２　 アフターコロナに向けてのまちづくりに関して

中城　かおり（一括）……………17 ページ
　１　女性管理職登用について
　２　有害鳥獣対策

髙野　　市郎（一問一答）………17 ページ
　１　少子高齢化による人口減少への取り組み
　２　定住化促進事業の推進

小林　　　久（一問一答）………18 ページ
　１　進路指導教育
　２　市道路線整備
　３　新年度予算

9 月 4 日（４議員） 9 月 7 日（４議員）

小野瀬　忠利 議員

農
業
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
の
高

収
益
作
物
次
期
作
支
援
事
業
を
最
大
限

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
事
業
推
進
体
制
、

申
請
受
付
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

答　

教
育
長　
保
護
者
と
連
携
を
図

り
、
感
染
源
を
断
つ
こ
と
、
感
染
経
路

を
断
つ
こ
と
、
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と

の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
、
感

染
症
対
策
と
教
育
活
動
の
両
立
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

答　

市
民
福
祉
部
長　
国
か
ら
の
補

助
に
よ
り
、感
染
拡
大
の
支
援
と
し
て
、

保
育
所
等
１
施
設
当
た
り
50
万
円
の
補

助
を
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
所
等
で
感
染
拡
大
の
防

止
に
必
要
な
消
耗
品
、
子
ど
も
用
マ
ス

ク
、
手
指
用
消
毒
液
、
備
品
と
し
て
空

気
清
浄
機
、電
子
体
温
計
等
を
購
入
し
、

感
染
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

答　

企
画
部
長　

今
後
、
交
付
金
の

う
ち
非
予
算
化
分
、
３
次
配
分
額
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
進
捗
に
伴
う
不
用
額
な

ど
を
活
用
し
、
さ
ら
な
る
支
援
策
や
活

性
化
事
業
も
検
討
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
、
庁
内
に
お

い
て
十
分
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

市
民
生
活
、
市
経
済
を
守
る
た

め
、
ど
の
様
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

答　
市
長　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
、

国
の
支
援
策
を
積
極
的
に
活
用
し
、
本

市
の
実
情
に
合
っ
た
感
染
予
防
や
拡
大

防
止
策
、
市
民
や
市
内
事
業
者
等
へ
の
支

援
、
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
等
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
認
識
し
て
、
感
染
拡

大
の
防
止
と
、
市
民
生
活
や
社
会
経
済

活
動
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
、
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

答　

経
済
部
長　
国
や
県
の
各
種
支

援
事
業
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
申
請
に
伴
う
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
に
お
い
て
も
、

独
自
に
中
小
企
業
等
事
業
継
続
給
付
金

事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
対
応
に
つ
い
て
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髙木　正 議員

答　

市
長　

資
産
の
平
準
化
、
観
光

業
の
復
活
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
計
画
的
に
進
め
た
い
。

問　
市
民
の
理
解
と
協
力
が
確
認
で

き
な
い
中
で
、
リ
ス
ク
管
理
の
面
で
も

甚
だ
不
適
切
で
あ
り
、
無
責
任
な
事
業

で
あ
る
と
思
う
が

答　

市
長　

ニ
ー
ズ
は
大
き
く
、
リ

ス
ク
は
負
う
べ
き
だ
が
、
全
て
精
査
し

て
き
た
議
案
で
あ
り
ま
す
。

問　

キ
リ
ン
を
中
心
と
し
た
動
物
公

園
に
つ
い
て
、
道
の
駅
に
つ
い
て
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
対
象
地
区
内
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
高
須
地
区
へ
の
説
明

会
等
に
対
し
て
は

答　

市
長　
キ
リ
ン
の
部
分
は
今
後

に
決
ま
る
話
で
す
が
、
議
決
後
、
又
は

事
業
が
決
定
し
た
後
、
地
元
と
は
調
整

し
て
い
き
ま
す
。

問　
②　
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

答　

市
長　
防
災
を
中
心
と
し
て
市

民
の
不
便
が
な
い
よ
う
進
め
ま
す
。

問　
将
来
の
展
望
を
か
け
て
の
、
次
世

代
型
行
方
行
財
政
の
在
り
方
と
、
そ
の

為
の
市
民
と
行
政
の
情
報
と
認
識
の
共

有
を
深
め
つ
つ
、
あ
る
べ
き
方
向
性
の

正
当
性
・
適
格
性
を
求
め
る
為
に
問
う
。

　
社
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
税
収
の
２
倍
に
あ
た

る
国
債
の
発
行
や
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
年
率
換

算
が
戦
後
最
悪
と
い
う
状
況
で
あ
り
、

リ
ス
ク
の
所
在
、
財
政
根
拠
の
は
っ
き

り
し
な
い
事
業
へ
の
投
資
は
、
次
世
代

へ
の
前
借
行
政
で
あ
り
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
く
な
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

覚
悟
を
も
っ
て
行
政
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
思
う
所
で
あ
る
。

① 　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整

備
事
業
の
妥
当
性
を
問
う
。

（ 

18
億
９
，
３
５
０
万
円
の
随
意
契
約
、

16
年
間
に
わ
た
る
税
金
を
担
保
に
し

て
の
事
業
へ
の
見
解
を
問
う
）

髙橋　正信 議員

し
と
、
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難

所
運
営
方
針
を
追
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
先
日
担
当
職
員
を
中
心
に
避

難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
引
き
続
き
、災
害
時
の
初
動
対
応
や
、

災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
課
題
に
対
す
る
検

証
を
行
い
、
市
民
の
安
全
確
保
と
強
靭

な
ま
ち
づ
く
り
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
に
要
配
慮

者
利
用
施
設
20
か
所
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
20
か
所
と
も
危
険
区
域
に
立
地
し

て
い
る
施
設
だ
が
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
策
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
の
か

答　
総
務
部
長　
要
配
慮
者
利
用
施
設

20
か
所
、
浸
水
想
定
区
域
内
及
び
土
砂

災
害
警
戒
区
域
内
と
い
う
こ
と
で
、
避

難
確
保
計
画
の
作
成
と
、
避
難
訓
練
の

実
施
が
義
務
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
５
施
設
は
避
難
確
保
計
画
が
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
残
る
15
施
設
は
未
策

定
で
す
の
で
、
早
急
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
周
知
し
て
い
く
考
え
で
す
。

問　

複
合
災
害
に
備
え
た
分
散
避
難

体
制
、
避
難
訓
練
、
そ
し
て
避
難
所
運

営
に
万
全
を
期
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

避
難
対
策
へ
の
所
見
を
伺
う

答　
市
長　
前
月
、行
方
市
防
災
会
議
を

開
催
し
、
地
域
防
災
計
画
の
一
部
見
直

 

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
方
へ
の
支
援
策
と

し
て
、
特
例
の
貸
付
け
で
緊
急
小
口
資

金
、
総
合
支
援
資
金
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
概
要
と
利
用
状
況
を
伺
い
た
い

答　
市
民
福
祉
部
長　
緊
急
小
口
資
金

で
す
が
、
貸
付
上
限
20
万
円
、
据
置
期

間
１
年
以
内
、
返
済
期
間
２
年
以
内
で

87
件
の
利
用
状
況
が
あ
り
、
金
額
で
１
，

６
３
４
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
支
援
資
金
は
貸
付
上

限
が
、
２
人
以
上
の
世
帯
で
月
20
万

円
、
単
身
世
帯
で
月
15
万
円
、
原
則

３
ヶ
月
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。
据
置
期

間
１
年
以
内
、
返
済
期
限
10
年
以
内

で
、
60
件
の
利
用
が
あ
り
、
金
額
で
３
，

２
５
５
万
円
で
す
。

▲▲

一般質問

次
世
代
型
行
方
行
財
政
の

あ
り
方
を
問
う

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
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阿部　孝太郎 議員 

伊勢山　仙寿 議員

答　

企
画
部
長　

行
政
手
続
き
や
、

教
育
、
医
療
分
野
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
変
革
が
、
施
策
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
変
革
で
実
績

を
あ
げ
る
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
と

の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

Ｄ
Ｘ
推
進
に
関
し
て
、
ど
の
よ

う
な
施
策
が
あ
る
か

答　

市
長　

市
独
自
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
を
活
用
し
て
、
な
め
が
た
エ
リ

ア
テ
レ
ビ
や
庁
舎
間
の
テ
レ
ビ
会
議
、

学
校
で
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
な
ど
、

Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て
の
基
盤
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
独
自
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
拡
大
と
強
靭
化
を
図

り
、
行
政
手
続
や
教
育
、
医
療
分
野
、

働
き
方
改
革
な
ど
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

促
進
し
、
き
め
の
細
や
か
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
産
業
省
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
モ
ニ
タ
ー
自
治
体
に
も
指
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
役
所
は
も
と
よ
り
市

内
の
事
業
所
で
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
普
及
啓
発
を
図
り
な
が
ら
、
新

た
な
日
常
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
者
対
策
は

答　
市
長　
県
内
に
お
い
て
６
月
以
降
、

感
染
者
数
が
増
加
し
て
お
り
、
既
に
第
２

波
に
入
っ
た
と
も
言
え
る
中
、
市
民
が
新

し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
、
徹
底
す
る

事
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

答　

市
民
福
祉
部
長　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
、
振
り
分
け
る
の
は
潮
来
保
健
所
で

す
が
、
本
市
で
は
健
康
増
進
課
が
窓
口

に
な
り
、
各
市
民
へ
の
相
談
や
、
ご
案

内
を
し
て
い
ま
す
。

答　
教
育
長　
学
校
や
幼
稚
園
は
集
団
生

活
を
通
し
て
学
ぶ
た
め
、
３
密
の
回
避
と
し

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
危
機
感
を

持
っ
て
感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　
人
権
へ
の
配
慮
は

答　

市
民
福
祉
部
長　
い
つ
何
処
で

市
民
が
感
染
す
る
か
分
か
ら
な
い
中
、

感
染
さ
れ
た
方
や
御
家
族
に
、
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
が
な
い
よ
う
、
努
め
て

い
き
ま
す
。

問　
空
き
家
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て

答　

企
画
部
長　
令
和
２
年
８
月
末

で
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い

る
の
は
、
空
き
地
が
３
件
で
す
。
地
方

移
住
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

答　
総
務
部
長　
荒
廃
し
た
空
き
家
に

は
指
導
書
を
出
し
、
特
定
空
き
家
に
認
定

す
る
と
、法
的
措
置
が
で
き
る
事
に
な
り
、

指
導
の
後
、
適
正
な
管
理
が
さ
れ
な
け
れ

ば
勧
告
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
住
宅
用
地

の
特
例
か
ら
外
れ
、
土
地
の
固
定
資
産
税

が
上
が
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

問　
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
周
辺
の
施
策
は

答　

経
済
部
長　

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い

ラ
ン
ド
へ
は
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
年

間
５
万
５
千
人
が
来
訪
し
、
観
光
物
産

館
こ
い
こ
い
は
、
年
間
15
万
人
を
超
え

る
来
場
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
く
ば

霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
全
体
で
は
、

９
万
３
千
人
と
な
り
ま
す
。
本
市
で
も

サ
イ
ク
リ
ス
ト
向
け
情
報
誌
の
発
行
や
、

イ
ベ
ン
ト
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　
水
産
業
に
関
し
て
県
と
の
連
携
は

答　

経
済
部
長　
県
補
正
予
算
で
県

産
水
産
物
学
校
給
食
提
供
緊
急
対
策

事
業
と
し
て
、
１
億
１
，０
０
０
万

円
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
中
の 

１
，０
０
０
万
円
程
度
で
養
殖
鯉
で
の

食
材
を
考
え
て
い
ま
す
。
霞
ヶ
浦
北
浦

沿
岸
の
希
望
す
る
小
・
中
学
校
に
、
学

校
給
食
と
し
て
無
償
提
供
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
茨
城
県
水
産
試
験
場
内
水

面
支
場
の
研
究
施
設
が
、
本
年
８
月
に

新
た
に
完
成
し
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
北
浦

の
資
源
生
体
研
究
や
養
殖
対
策
な
ど
、

さ
ら
な
る
高
度
な
研
究
の
発
展
が
有
望

視
さ
れ
ま
す
。

▲▲

一般質問

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
に
関
し
て

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

感
染
者
対
策
と
対
応
に
つ
い
て

空
き
家
等
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
周
辺

の
状
況
と
施
策
及
び
つ
く
ば

霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
状

況
と
施
策
に
つ
い
て
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問　
被
害
状
況
と
取
組
に
つ
い
て

答　

経
済
部
長　
本
年
度
は
カ
ラ
ス

55
羽
、
カ
ル
ガ
モ
69
羽
、
イ
ノ
シ
シ
23

頭
を
捕
獲
し
て
ま
す
。

　
農
地
へ
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策

事
業
と
し
て
電
気
柵
等
の
設
置
に
対
象

経
費
の
２
分
の
１
、
上
限
を
３
万
円
と

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
三

者
未
満
で
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に

は
、
県
か
ら
同
様
の
金
額
が
加
算
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
交
付
済
み
が
34
件
、
申
請

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
20
件
以
上
あ

り
、
希
望
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

問　
ハ
ン
タ
ー
育
成
に
つ
い
て

答　

経
済
部
長　
有
害
鳥
獣
捕
獲
従

事
者
の
育
成
と
し
て
、
わ
な
猟
の
免
許

を
新
規
に
取
得
す
る
場
合
に
、
猟
友
会

加
入
を
条
件
と
し
ま
し
て
、
講
習
会
受

講
料
、
免
許
試
験
申
請
費
用
等
に
対
す

る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
拡
大
す
る
有
害
鳥
獣
被
害
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
従
事
者
の
育
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

中城　かおり 議員

問　
状
況
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

答　

市
長　
女
性
職
員
を
委
員
と
し

た
行
方
市
女
性
活
躍
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、
女
性
職
員
の
活
躍
推
進
に
関
す

る
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

　

主
体
体
制
整
備
や
数
値
目
標
を
定

め
、
女
性
職
員
の
活
躍
を
組
織
全
体
で

継
続
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

答　

総
務
部
長　
女
性
職
員
自
身
の

管
理
職
に
対
す
る
理
解
や
、
女
性
が
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
男
性
管
理
職
に
対
し
て
も
、

イ
ク
ボ
ス
研
修
へ
の
参
加
を
促
し
、
部

下
へ
の
育
児
参
加
や
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
を

設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

髙野　市郎 議員

問　
定
住
化
促
進
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

答　
市
長　
行
方
市
定
住
・
移
住
促
進

計
画
に
沿
っ
て
、
政
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
し
て
、
定
住
応

援
助
成
金
制
度
等
の
充
実
、
本
市
の
課

題
解
決
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
着
手
な
ど
、
市
内
・

市
外
に
向
け
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
、
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

問　

税
務
署
跡
地
は
樹
木
が
伸
び
放

題
で
公
園
ら
し
く
な
い
の
で
、
樹
木
伐

採
、
擁
壁
工
事
、
あ
る
い
は
隣
接
し
た

道
路
の
拡
幅
工
事
な
ど
を
地
元
民
は
希

望
し
て
い
ま
す
。
私
も
、
近
隣
住
民
や

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、
住
民
の
憩
い

の
場
に
な
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か

答　

総
務
部
長 

樹
木
に
つ
い
て
は
、

現
場
を
確
認
し
、
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

答　

建
設
部
長　
市
道
１
４
３
６
号

線
は
、
人
家
が
密
集
し
て
い
る
等
の
理

由
で
、
拡
幅
は
困
難
で
す
。
代
替
案
と

し
て
、税
務
署
跡
地
の
利
活
用
と
併
せ
、

車
の
待
避
所
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
検

討
し
て
い
ま
す
。

問　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

へ
の
取
組
に
つ
い
て

答　
市
長　
「
笑
顔
で
住
み
続
け
た
い

ま
ち
、
行
方
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
少

子
高
齢
化
の
課
題
に
対
応
し
、
多
岐
に

渡
っ
た
施
策
の
推
進
を
し
て
い
ま
す
。

答　
企
画
部
長　
本
市
に
お
け
る
婚

姻
・
出
生
届
の
推
移
に
つ
い
て
、
平
成

17
年
度
は
１
７
０
組
か
ら
、
平
成
30
年

度
に
は
95
組
へ
と
著
し
く
減
少
、
出
生

数
も
２
７
１
人
か
ら
１
６
９
人
へ
と
減

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
率

の
推
移
に
つ
い
て
、
合
併
以
降
、
年
平

均
で
約
５
０
０
人
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
次
に
企
業
誘
致
促
進
状
況
は
、現
在
、

学
校
跡
地
や
工
業
団
地
を
活
用
す
べ
く

様
々
な
企
業
に
啓
発
誘
致
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

▲▲

一般質問

女
性
管
理
職
登
用
に
つ
い
て

 

有
害
鳥
獣
対
策

少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
へ
の
取
り
組
み

 

定
住
化
促
進
事
業
の
推
進
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小林　久 議員

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
児
童
・
生
徒
の

進
路
指
導
は

答　

教
育
長　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
、
必
要

な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る

こ
と
を
通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
の
発
達
を

促
し
ま
す
。
本
市
で
は
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
、
発
達
の
段
階
に

応
じ
て
体
系
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
進
路
指
導
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
職
業
人
に
話
を
聞
く
、
中
学
生
の

会
社
見
学
や
職
場
体
験
学
習
等
は
中

止
、
あ
る
い
は
、
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
が
、
進
路
相
談
、
高
校
入

試
説
明
会
、
保
護
者
と
の
自
分
の
進
路

選
択
を
行
う
面
談
な
ど
、
そ
の
他
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
進
路
指
導
は
計
画
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
予
算
減
額
の
中
で
の
整
備
状
況

答　
建
設
部
長　
道
路
改
良
事
業
は
、

整
備
中
路
線
を
で
き
る
限
り
促
進
し
、

整
備
効
果
の
早
期
発
現
を
図
り
、
限
り

あ
る
予
算
の
中
、
整
備
手
法
や
新
技
術

の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
コ
ス
ト
縮
減
に

努
め
る
工
夫
を
し
、
効
果
的
、
効
率
的

な
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

問　
編
成
の
考
え
方
と
状
況

答　

市
長　
令
和
３
年
度
の
予
算
編

成
は
、
歳
入
面
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、
市
税
の
減

収
が
予
想
さ
れ
、
普
通
交
付
税
は
合
併

算
定
替
が
終
了
し
、
令
和
３
年
度
が
一

本
算
定
の
初
年
度
と
な
り
、
令
和
２
年

度
と
比
較
し
て
、
７
，
０
０
０
万
円
程

度
、
減
収
す
る
試
算
と
な
り
ま
す
。

　
庁
舎
建
設
・
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ

の
対
応
、
総
合
戦
略
書
に
掲
げ
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
へ
、
重
点
的
に

予
算
を
配
分
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

▲▲

一般質問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

表
彰
さ
れ
ま
し
た

表
彰
さ
れ
ま
し
た

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用

　
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
市
政
の

振
興
に
努
め
た
功
績
を
称
え
、
次
の

議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議

長
に
対
し
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表　
　
彰（
市
議
会
議
員　
15
年
）

大
原　
功
坪　
議
員

小
林　
　
久　
議
員

　
感 

謝 

状

岡
田　
晴
雄　
議
長

　
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
を
応
援
す
る

た
め
、
９
月
９
日
の
本
会
議
で
、
議

員
・
執
行
部
全
員
が
、
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
ま
し
た
。

〇左から、小林 久 議員、岡田 晴雄 議長、大原 功坪 議員

〇本会議の様子

 

進
路
指
導
教
育

 

市
道
路
線
整
備

 
新
年
度
予
算

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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教 育 厚 生 委 員 会教 育 厚 生 委 員 会

新型コロナウイルス感染症等対策特別委員会新型コロナウイルス感染症等対策特別委員会

委員会レポート

委員会レポート

委員長　髙木　　正

委員長　髙橋　正信

　令和２年９月 18 日に、教育厚生委員会において所管事務調査を行いました。行方市文化会館の新型コロナ
ウイルス感染症対策や、行方市麻生運動場多目的グラウンドの芝生化の管理状況について視察の後、教育委員
会委員との意見交換を行い、行方市の教育や文化施設等の現状について理解を深めました。

　新型コロナウイルス感染症等対策特別委員会では、令和２年７月 22 日に全体での説明を聞いた後、各分科
会に分かれ、所管ごとに地方創生臨時交付金（第２次）の申請内容についての審査を行いました。各分科会で
審査された内容は、８月 11 日に集約され、議長・特別委員長の連名で市長へ送付されました。

所管事務調査を行いました

臨時交付金の審査にあたりました

〇文化会館に導入された「検温アラームシステム」 〇麻生運動場　芝生の維持管理作業の様子を視察

◇審査日程
７月 22 日
　新型コロナウイルス感染症等対策特別委員会
　（全体）
７月 29 日
 　第１分科会（総務委員会　　　所管分）
 　第３分科会（経済建設委員会　所管分）
７月 31 日
 　第２分科会（教育厚生委員会　所管分）
８月 11 日
 　新型コロナウイルス感染症等対策特別委員会
　（全体）
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広報委員会
委 員 長　阿　部　孝太郎
副委員長　中　城　かおり
委　　員　鈴　木　　　裕
　 〃 　　土　子　浩　正
　 〃 　　髙　野　市　郎
　 〃 　　伊勢山　仙　寿

議
会
だ
よ
り
の

ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

議 会 ト ピ ッ ク ス

行方市からの新型コロナウイルス
感染症に関するお知らせ

　市では、新型コロナウイルス感染
症に関する情報をホームページで随
時お知らせしています。

（https://www.city.namegata.ibaraki.jp/）

　現在、住んでいない空き家や物置が、話題の野生
動物の住み家にされている所があると耳にします。
　市のホームページでは、空き家バンクやその奨励
金等について、申請方法が記載されているようです
が、高齢者には少し難しいです。申請方法やお知ら
せの方法等、もう少しわかりやすくなるとありがた
いです。　

（70 代　女性）

　最近、サイクリングや釣りなどを楽しむ方を、市
内でよく見るようになった。つくば霞ヶ浦りんりん
ロードの整備が、効果を表しているのではないだろ
うか。しかし、車道を走る自転車にはときどきひやっ
とさせられる時がある。せっかく楽しみに、この行
方市を訪れていただいているのに、何か事故やトラ
ブルがあっては、台無しだ。安全対策とルール作り
をしっかりとし、みんなが安心して楽しめるように
してもらいたい。 （70 代　男性）

ちょっとひと言!!

市民市民のの声声 皆様のご意見は各委員会に伝え、
　　　　　今後の市政へと活かしていきます！

　議会には、行政のチェック機関としての役割を果たしていただきた
い。それは一般質問だけではなく、委員会でとことん議論することや、
事業内容の精査や関係資料の検討などもチェックの方法であると思う。
　例えば、外部委託をしているものの内容の検討や、委託料は有効活
用されているか等の協議である。エリア放送などは、とりわけ金額が
多いため、今までの経過を検討する必要性があり、視聴状況の調査が
行われているか、情報発信の方法等、行政と議会で協議することによ
り、今後のより良い方向性を見出せるものと考える。
 （50 代　男性）

議会の在り方について

わかりやすい空き家対策を 思い出を守る安全対策

～ 議 会 日 誌 ～
８月　 3 日　議会運営委員会
　　　 7 日　庁舎建設等調査特別委員会
　　　11 日　新型コロナウイルス感染症対策
　　 　　　　特別委員会
　　　21 日　庁舎建設等調査特別委員会
　　　26 日　議会運営員会
　　　　　　　全員協議会
９月　　2 日　議会運営委員会
　　　　　　　令和２年第３回定例会（開会）
　　　　　　　広報委員会
　　　　4 日　本会議（一般質問）
　　　　7 日　本会議（一般質問）
　　　　　　　議会運営委員会
　　　　9 日　本会議
　　　　　 　予算決算特別委員会
　　　10 日　総務委員会
　　 　　　　庁舎建設等調査特別委員会
　　　11 日　教育厚生委員会
　 　　14 日　経済建設委員会
　　　　　　　庁舎建設等調査特別委員会
　 　　15 日　予算決算特別委員会
　 　　16 日　予算決算特別委員会
　 　　17 日　予算決算特別委員会
　 　　18 日　教育厚生委員会
　 　　24 日　議会運営委員会
　　　　　　 全員協議会
　　　　　　 令和２年第３回定例会（閉会）
10 月　5 日　地域医療調査特別委員会
　　  　7 日　東関東自動車道水戸線　視察
　　　  8 日　広報委員会
　　　　9 日　議会活性化特別委員会
　　　16 日　経済建設委員会
　　　22 日　広報委員会
　　　28 日　百里基地・茨城空港対策
　　　　　　 特別委員会

次の定例会は　「令和２年　第４回　定例会」
12 月 1 日（火）開会の予定です。
○ 詳しい日程は、市議会ホームページでご案内し

ています。
（https://www.city.namegata.
ibaraki.jp/page/dir000067.html）
〇 ご不明な点は、議会事務局（☎ 0299-

55-0111）へお問い合わせください。


